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尾瀬ヶ原の湿原植生

 －過去 65 年間の植生調査資料に基づく

植生類型について－
鈴木　伸一 1），片野　光一 2），吉井　広始 3），大森　威宏 4），�

下嶋　聖 1）

2021 年 9 月 30 日受付， 2021 年 11 月 17 日受理

　尾瀬地方における植生の植生学的な解明を目的として，植物社会学的な現地調査と植生類型の区分
を行った．筆者らが 1988 ～ 2019 年の 32 年間の現地調査で得られた植生調査資料と他の既発表資料
のうち，森林を除く湿原植生から選定した合計 1851 個の植生データの比較検討を行った結果，既存
の植生単位のうち検討を要する群集の問題点の指摘と修正，2 つの新群集を記載，および区分された
全植生単位の植物社会学的体系化を行い，10 クラス，13 オーダー，13 群団，35 群集・54 群落にまと
められた．

Moor vegetation of Ozegahara mire 
-On phytosociological vegetation classification based on surveyed data  

for the past 65 years-
Shin’ichi Suzuki1, Kouichi Katano2, Hiroshi Yoshi2, Takehiro Ohmori3,  

Hijiri Shimojima1
For the purpose of elucidating vegetation in the Oze district, phytosociological  field surveys and 

classification of vegetation were carried out. Using vegetation survey data obtained from the 32-year field 
survey from 1988 to 2019 and other published materials, a total of 1,775 relevés selected from moor vegetation 
excluding forests were compared and examined. As a result, phytosociological  vegetation units of 10 classes, 13 
orders, 13 alliances, 35 associations and 54 communities including two new communities were classified, and the 
outline was reported.
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1．はじめに

　山岳地域における国内最大の湿原として知られている
尾瀬ヶ原は，至仏山（2228 m），スズヶ峰（1953 m），
景鶴山（2004 m），アヤメ平（1969 m），燧ヶ岳（2356 m）
などの周辺山地に囲まれた盆地状地形に発達しており，
その広さは，最大で南北 2 km，東西 6 km におよんで
いる．それらの周辺山地には，大小様々な湿原が散在し，
隣接する尾瀬沼（1660 m）とその周辺も広く沼沢地と
なっており，多様な湿原植物や群落が見られる． 
　本研究は，尾瀬ヶ原における湿原植生について，種組
成に基づいた植物社会学的植生単位の区分を行い，それ
らの立地環境との対応特性の解明と植生単位の体系化を
行った．
　尾瀬ヶ原における植生の植物社会学的研究は，第一次
の尾瀬ヶ原総合学術調査である「尾瀬ヶ原」（尾瀬ヶ原
総合学術調査団，1954）に掲載された鈴木時夫の研究報
告が最初である（Suzuki, 1954）．この中で鈴木は，135
の植生調査資料を群落組成表によりハルニレ群集，ミヤ
マイヌノハナヒゲ－キダチミズゴケ群集など 12 の植生
単位を区分し，植物学名の語尾変化を伴う正式名称，す
なわち植物社会学的類型である群集（association）を基
準として記載している．その後宮脇・藤原（1970）は尾
瀬ヶ原とその周辺域の詳細な現地植生調査において得ら
れた 817 カ所の植生調査資料を，ドイツの国立植生図研
究所の R. Tüxen 教授の指導のもとにヨーロッパの湿原
植生との比較研究を行い，26 群集，28 群落を記載して
いる．この研究において日本の高層湿原をヨーロッパと
同じ凸状地（ブルト：Bult）のツルコケモモ－ミズゴケ
クラス（Oxycocco-Sphagnetea）と凹状地（シュレンケ：
Schlenke） の ホ ロ ム イ ソ ウ ク ラ ス（Scheuchzerietea 
palustris）に含め，それぞれオーダー，群団の設立や日
本の高層湿原植生の位置づけについての提案を行ってい
る（Tüxen et al. ，1972）．また，中間湿原についても
ヌマガヤオーダー（Moliniopsietalia japoinicae）を設立
し，日本の泥炭湿原植生の体系化の基礎を構築している．
このように尾瀬ヶ原は，日本の湿原群落の類型研究にお
いて，中心的な役割を果たしてきているといえる．宮脇
らはその後も尾瀬における植生調査を行い，154 の植生
調査資料から 22 群集 21 群落を報告している（宮脇ほか，
1984）．
　また，筆者らは 1989 年より毎年，尾瀬における植物
社会学的な植生調査を実施し，尾瀬ヶ原周辺地域につい
ては，ほぼ全域を踏査している．2019 年までに得られ
た 1090 の植生調査資料から，50 群集，103 群落を区分し，

群馬県から毎年刊行されているシリーズの学術調査報告
書である「尾瀬の自然保護」と「良好な自然環境を有す
る地域学術調査報告書」に掲載してきている．このよう
に 1954 年の第 1 次尾瀬総合学術調査に始まる 65 年間に，
合計 2196 にもおよぶきわめて多くの植生調査資料が蓄
積されている．これらの植生データは，尾瀬地域の植生
の現状と特性の解明，評価のための貴重なインベント
リーであり，並行して行われている植物相調査とともに
尾瀬地域における生物多様性の解明と生態系保全のため
の役割が期待される．今回の第 4 次尾瀬総合学術調査を
機に，新たな植生調査収集を行うとともに，これまで別々
に報告されてきた植生調査資料を一括して比較し，植物
社会学的な群落組成表による植生類型の区分を行った．
類型化の結果は，電子資料 1 表 1 ～ 4 の総合常在度表で
示されている．

2．調査地域と研究方法

2．1　調査地域
　調査地域は背中アブリ田代，赤田代，八木沢湿原を含
めた尾瀬ヶ原全域とその周辺地域である（図 1）．周辺
地域は，景鶴山南西麓の岩塔盆地，外田代，スズヶ峰山
頂湿原，大白沢山湿原および柳平湿原．アヤメ平湿原と
横田代，白尾山，大清水平，小沼周辺，小淵沢田代など
多くの湿原がみられる（図 1）．これらの湿原は，垂直
的には尾瀬ヶ原の位置する標高約 1400 m 付近から山頂
湿原の発達するスズヶ峰，アヤメ平など 2000 m 付近ま
でのブナクラス域（山地帯）からコケモモ－トウヒクラ
ス域（亜高山帯）におよんでいる．形態的には積雪に起
因する稜線部や山頂部に発達した小規模な雪田や沼沢地
に発達した水面を伴う低層湿原のほか，池溏やケルミが
発達した中間湿原や高層湿原など大きさや形も大小様々
な湿原が成立している．雪田型の湿原には山の名称が湿
原を示しているアヤメ平をはじめ横田代のように面積が
大きく斜面に連続して傾斜しているものもみられ，大き
さや標高だけでなく，地形や成立要因を反映した多様な
湿原が分布している．多くの湿原に名前が付けられてい
るが，中には名前のない湿原もあり，未発見のものもあ
ると考えられる．これらの湿原は，植物的自然を支える
基盤としてだけではなく，日本最大の山地湿原である尾
瀬ヶ原とともに，広大な沼沢地である尾瀬特有の景観構
成要素としても貴重である． 

2．2　植生調査資料の選定と集計方法
　植生単位の検討には，宮脇・藤原（1970），宮脇ほか
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（1984），筆者らの報告した，片野ほか（1989，1990，
1993）， 里 見 ほ か（1993）， 鈴 木 ほ か（1994 ～ 1997，
1999，2004，2005 ～ 2008，2010，2013 ～ 2016，2018），
大森ほか（2000，2002）を用い，これらの中から森林，
ササ草原，乾性草原を除いた湿原性草本植生の合計
1851 の植生調査資料を選定して集計を行った． 
　これらの植生調査資料は，公表が地域別あるいはそれ
ぞれ異なった出版物であるため，相互の比較が行われて
おらず，同じ名称であっても種組成が異なっている可能
性がある．そこで個々の植生調査資料を一括して一つの
素表にまとめ，Braun-Blanquet （1964）の植物社会学的
方法に基づくスタンド間の種組成の比較検討によって植
生単位の再検討を行った．作成された区分表から群集，
群落など基本植生単位ごとに常在度級に変換し，総合常
在度表を作成して植生単位の比較を行った．群落組成表
の比較検討作業は，パソコンでマイクロソフト社の表計
算ソフト Excel を用い，列の植生調査区と行の植物名と
を交互移動させる表操作により区分種の抽出を行った．
なお，植物社会学的基本植生単位である群集・群落は，

植生調査区数が多くても一つの常在度級にまとめて示し
た．この理由として，区分された植生単位の種類が多い
ため，1 つの植生単位を複数の常在度級で示すと総合常
在度表が大きくなりすぎること，群集・群落間の種組成
的関係をより明確に示すことを目的としたことがあげら
れる．群集・群落によっては複数の亜群集や下位群落以
下の下位単位に区分されるものも少なくないが，本研究
は各植生単位の詳細な群落特性の解明を目的としておら
ず，下位単位レベルのより細かな立地環境の違いや遷移
系列の違い等については別の機会に論じたい．

3．結果と考察

　区分された群落組成表から作成された総合常在度表
は，最上級単位であるクラスを基準に互いに類縁関係の
あるものごとに大別し，4 つの表にまとめられた（電子
資料 1 表 1 ～ 4）．

図 1：尾瀬の概略図と植生調査実施地域（尾瀬ヶ原および赤色の網掛け地域）．国土地理院地図（電子国土 web），<https://
maps.gsi.go.jp/#13/36.941043/139.228964/&base=pale&ls=pale&disp=1&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m> より作成．
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3．1　植生単位の再定義
　植物社会学における植生単位の分類と記載は，国際植
物社会命名規約（Weber et al.，2000）に準拠して行わ
れているが，命名規約が普及する以前に記載された植生
単位には，必ずしも規約に則っていないものが見受けら
れる．そのような植生単位の記載は有効発表とは認めら
れず，正当化のための再定義が必要である．本研究にお
いては宮脇・藤原（1970）等に記載されている，以下の
群集単位の有効性について検討を行い，再定義を行って
いる．

3．1．1　�セキショウモ－スギナモ群集（Vallisnerio 
denserrulata-Hippurisetum vulgaris 
Miyawaki et K. Fujiwara 1970）（表 1，電子
資料 1表 3）

　セキショウモ－スギナモ群集は，上ノ大堀川の流水中
から記載された浮葉沈水植物群落である（宮脇・藤原，
1970）．主要構成種のスギナモは，周北極地域に広く分
布し北海道～東北・本州中部にも生育する．長野県北部
と尾瀬ヶ原はほぼ分布南限にあたり（角野，1994；原・
水島，1954；宮脇・藤原，1970），尾瀬ヶ原の本群集は，
植生地理学上および希少性から貴重である．本群集はセ
キショウモ（Vallisneria gigantea）を標徴種として原記
載の 4 植分のうち 3 植分に記されている．しかし，セキ

ショウモは，尾瀬の植物目録には本群集が記載される以
前の原・水島（1954）をはじめ，吉井ほか（2008）にも
記録はなく，筆者らの 30 年間におよぶ現地調査におい
ても生育が確認されていない．尾瀬沼での記録（野原・
矢部，2000）があるが標本に基づいたものではなく，実
態は不明である．今回の第 4 次尾瀬総合学術調査の植物
相を担当した本研究の共同研究者の大森よると，これま
でセキショウモとされたものはタマミクリの誤認の可能
性が高く，セキショウモそのものの標本は確認されてい
ないことから，第 4 次尾瀬総合学術調査の植物目録から
は除外している（大森ほか，2022）．また，「日本水草図
鑑」（角野，1994）の分布図でも，尾瀬周辺地域はセキショ
ウモの分布を欠いている．
　以上のことからセキショウモを誤認とすると，セキ
ショウモ－スギナモ群集の原記載の有効性は失われ，群
集名も問題となる．しかしながら同群集は，1970 年の
記載以来尾瀬ヶ原の河川に特徴的な植生として認識され
てきており，これまで報告された「セキショウモ」を含
まないスギナモ優占植分（鈴木ほか，2010，2014； 宮
脇ほか，1984）をもとに群落組成表を作成して検討した
結果，相観，種組成および立地の特徴からスギナモを主
体とする一つの群集と認め得ると結論される（表 1，電
子資料 1 表 3）．再定義にあたっては，原記載資料から
問題の「セキショウモ」を持たない 1 植分を選定基準

表１：セキショウモ－スギナモ群集の再定義のための群落組成表．
１：スギナモ群集　Hippurisetum vulgarisoyobi
２：フトヒルムシロ群落　 　community

植生単位
通し番号
調査番号

Date of relevé 調査年月日

標高 －
調査面積
水深 －
草本層の高さ －
草本層の植被率 －
出現種数

　 Character species of association 群集標徴種
スギナモ 5･5 5･4 5･5 5･5 5･5 5･5 2・2

　 Differential species of community 群落区分種
フトヒルムシロ ･ ･ ･ ･ ･ 1･2 5・5 5・5

　 Companions 随伴種
ミズドクサ ･ ･ ･ ･ ･ 1･2 ･ 1･2
タマミクリ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2・2 ･

出典：1,8. 鈴木ほか（2010），2. 宮脇ほか（1984），3,4,6,7. 鈴木ほか（2014），5. 宮脇・藤原（1970）.
調査地：1,5,7. 上ノ大堀川，2. 下ノ大堀川，3. 西中田代舟窪，4.ヨッピ川, 6,8. 源五郎堀.
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（Lectotype）とし，可能な限り原記載を尊重してその特
徴を継承することに努めた．種の誤認による訂正は，正
しい植物名に基づく名称変更となるが，誤認された種の
実態が不明であるため，新たに優占種のスギナモを標徴
種として再定義を行った． 変更名のスギナモ群集は，
形態，種組成（セキショウモを除く），立地等の特徴は，
原記載名のセキショウモ－スギナモ群集に準ずる．スギ
ナモ 1 種からなる純群落が多いが，フトヒルムシロ，ミ
ズドクサなどが混生する．
　修�正名：スギナモ群集 （Hippurisetum vulgaris （Miyawaki 

et K. Fujiwara） corr. S. Suzuki et al. ）．選定基準：
宮脇・藤原（1970），Tab. 32，調査番号 1．標徴種：
スギナモ．基準産地：尾瀬ヶ原上ノ大堀川．

3．1．2　�イワイチョウ－ショウジョウスゲ群集（Faurio-
Caricetum blepharicarpae Suz.-Tok. 1964）

　イワイチョウ－ショウジョウスゲ群集は，宮脇・藤原
（1970）では一植分のみをもとに，新群集（ass. nov.）
として記載され，ヌマガヤ－ミズゴケクラス，キダチミ
ズゴケオーダー，イワイチョウ群団に所属する群集とさ
れている．しかし，イワイチョウ－ショウジョウスゲ群
集は，古く鈴木時夫が立山において亜高山帯の雪田植生
として記載（Suzuki，1964）しており，新群集としては
有効ではない．また，「改訂新版日本植生便覧」（宮脇ほ
か，1994） で は，Faurio-Caricetum blepharicarpae 
Suz.-Tok. 1964 em. Miyawaki et K. Fujiwara 1970 とし
て示され，宮脇・藤原（1970）で内容変更されたことに
なっているが，そのような記載も確認できない．したがっ
て，Faurio-Caricetum blepharicarpae Suz.-Tok. 1964 が
正しい表記となる．

3．1．3　�ミヤマイヌノハナヒゲ－キダチミズゴケ群集
（Rhynchosporo-Sphagnetum compacti 
Suz.-Tok. 1964）

異名 �synonym：ヤチカワズスゲ－キダチミズゴケ群集
（Caric i -Sphagnetum compact i  Miyawaki , 
Itow et Okuda 1967）

　宮脇・藤原（1970）は，尾瀬ヶ原のキダチミズゴケ優
占群落をヤチカワズスゲ－キダチミズゴケ群集としてい
る．この群集は，尾瀬の北東に隣接する会津駒ケ岳

（2132 m）から記載された雪田型のミズゴケ群落である
（宮脇ほか，1967）が，すでに種組成的，立地的に同質
の植生単位がミヤマイヌノハナヒゲ－キダチミズゴケ群
集として第 1 次尾瀬ヶ原総合学術調査において正当に記
載されている（Suzuki, 1954）．したがって，ミヤマイヌ

ノハナヒゲ－キダチミズゴケ群集が先行名として有効で
あり，ヤチカワズスゲ－キダチミズゴケ群集は異名とな
る．

3．2　新群集単位
　本研究において，新しく記載された群集単位は次のと
おりである．

3．2．1　�イトキンポウゲ群集（新）（Ranunculetum 
reptans ass. nov.）（表 2，電子資料 1 表 2，
図 2）

正基準：鈴木ほか（2005），表 2，調査番号 0401
相観�：湖沼の岸辺に生育する多年草群落．細い糸状の茎

と持つイトキンポウゲが疎に優占する．
標徴種：イトキンポウゲ
種組�成と群落構造：優占するイトキンポウゲのほか，ヒ

メホタルイ，ミズドクサ，エゾシロネ，ヤナギトラ
ノオ，ミズギク，アゼスゲなどが混生する．イトキ
ンポウゲ自体は匍匐するため高さ 10 ㎝に満たず，
2 cm 程度の低茎の植分もみられるが，群落高は混
生する種の高さによって変化し，ミズギクやミズド
クサの混生植分では高さ 50 ㎝に達する．出現種数
は，2 ～ 7 種，平均 4.6 種であった．

立地�：岸辺の汀線沿いの浅い水中から陸地にかけて局所
的に生育し，砂質地に多い．

群落�区分：尾瀬沼，小沼および尾瀬に隣接する菅沼で植
生調査を行い，群落組成表による比較を行った（表
2）．尾瀬地区の植分は，ヒメホタルイ，ミズドクサ，
エゾシロネ，ヤナギトラノオなどにより下位区分さ
れるが，菅沼の植分は，クサイ，ニッコウコウガイ
ゼキショウなどが特徴的で人為的な踏付けの影響が
みられる．

分布�：今回植分の比較を行ったのは尾瀬沼周辺と隣接地
区の菅沼のみであるが，イトキンポウゲ群集は主要
構成種のイトキンポウゲを標徴種とするため，その
分布は，イトキンポウゲの分布にほぼ対応すると考
えられる．イトキンポウゲは尾瀬に近いところでは
栃木県の西ノ湖など中禅寺湖周辺をはじめ，東北地
方南部，北海道で分布が知られている．

群落�分類上の位置：ヨシクラス，大型スゲオーダー，ホ
ソバノヨツバムグラ－大型スゲ群団にまとめられる

（3.5 の「植物群落目録」を参照．）
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3．2．2　�ヒメミズニラ群集（新）（Isoetetum asiaticae 
ass. nov．）（表 2, 電子資料 1表 3）

正基準：鈴木ほか（2010），表 9，調査番号 0966
相観�：シダ植物のヒメミズニラが池溏などの水中に群生

する多年生草本群落．
標徴種：ヒメミズニラ
種組�成と群落構造：ヒメミズニラ 1 種からなる植分が一

般的で，まれにホソバタマミクリやヒツジグサが混
生する．

立地�：水深約 50 ～ 100 cm の池溏にみられ，浅い池溏
では底部に生育するが深い池溏では底部よりも側面
に生育している．ブナクラス域の湿原や沼沢地に生
育し，長野県や群馬県内では草津白根山麓などから
も報告されている．多くの場合水深 10 cm 程度の
小さな浅い池溏や水たまりにまばらな植分を形成す
る場合が多いが，尾瀬ヶ原では水深が深く，植被率
も 60 ～ 80% と高く，それ以上の植被率でヒメミズ
ニラが密生することもある．

群落�区分：ヒメミズニラ群集は，ほぼヒメミズニラのみ
で構成されることから，下位単位などに区分される

ことはまれと思われる．
分布�：本群集は標徴種のヒメミズニラのみの植分が一般

的なことから，その分布に準ずると考えられる．田
川（1959）によれば，ヒメミズニラは北海道および
本州中部以北の湖水中にまれに生じ，サハリン南部
にも分布するとされている．

群落�分類上の位置：ヒルムシロクラス，ヒルムシロオー
ダー，ヒルムシロ群団に所属する（3.5 の「植物群
落目録」を参照）．

3．3　�高層湿原群落の上級単位記載時における命名者名
と発表年について

　ヌマガヤ－ミズゴケクラス，ホロムイソウクラスなど
尾瀬ヶ原を代表する湿原植生の植生単位と体系づけは，
宮脇・藤原（1970）によってヨーロッパとの比較によっ
て行われてきており，本研究も基本的にそれに従ってい
る．しかし，それらの植生単位について命名規約に基づ
いたラテン語の名称を精査すると，命名者や発表年に正
確さを欠く例がみられる．これについては，有効な発表
とするためには修正が必要であるが，これまで手が付け

図 2：沼の岸辺に生育するイトキンポウゲ群集（小沼）．匍匐した糸状の草本がイトキンポウゲ．
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られていなかった．ここに問題点を明らかにして修正し
ておきたい．

3．3．1　�命 名 者 名 と 発 表 年 「Tx., Miyawaki et K. 
Fujiwara 1970」について

　この命名者名と発表年の植生単位は，ヌマガヤ－ミズ
ゴ ケ 群 団（Moliniopsio-Sphagnion （Tx. 1964） Tx., 
Miyawaki et K. Fujiwara 1970）とキダチミズゴケオー
ダー（Sphagnetalia compacti Tx., Miyawaki et K. Fujiwara 
1970）に付されている．これらの植生単位は，すでに同
じ 1970 年の「尾瀬ヶ原の植生」（宮脇ほか，1970）で用
いられている．しかし，これらの植生単位が印刷公表さ
れ た の は 1972 年 で あ る（Tüxen et al., 1972；Tx. は

Tüxen の略称を示す）．発表年が「1970」となっている
のは，同じ年に発行された「尾瀬ヶ原の植生」よりも先
に開催された国際植生学会の大会で発表されたことによ
る（同書の著者藤原一絵氏からの私信）．学会発表のみ
では正当な発表とは認められず，最初に用いられた宮脇・
藤原（1970）が原記載となり，以下のように修正される．
　ヌマガヤ－ミズゴケ群団 Moliniopsio-Sphagnion （Tx. 
1964） Miyawaki et K. Fujiwara 1970
　 キ ダ チ ミ ズ ゴ ケ オ ー ダ ー Sphagnetalia compacti 
Miyawaki et K. Fujiwara 1970

表２：新たに記載された群集単位．
1. Ranunculetum reptans  イトキンポウゲ群集 
    a. equisetosum  ミズドクサ亜群集　　b. typicum 典型亜群集　　c. juncetosum クサイ亜群集
2.  Isoetetum asiaticae ヒメミズニラ群集

植生単位

通し番号
調査番号

Date of relevé 調査年月日(00')

標高
調査面積
水深
草本層の高さ
草本層の植被率
コケ層の植被率
出現種数

Character species of association　群集標徴種
イトキンポウゲ 3･3 3･3 4･4 4･4 4･4 4･4 4･4 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

ヒメホタルイ 3･3 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
ミズドクサ 1･1 1･2 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
エゾシロネ ･ +･2 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
ヤナギトラノオ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

クサイ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
ﾆｯｺｳｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ ･ ･ ･ ･ 1･1 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

Character species of association　群集標徴種
ヒメミズニラ +･2 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4･4 5･5 4･4 5･5 5･5 4･4 1･2

随伴種

　            var.
ホソバタマミクリ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1･2 ･ ･ ･

出現 回の種 クロイヌノヒゲモドキ ･ ハイゴケ科の
一種Ａ ･ ミズギク（含オゼミズギク） アゼスゲ ･

コケオトギリ コウガイゼキショウ ノミ
ノフスマ オオアゼスゲ ･ オオヌマハリイ

ヒロハノコメススキ ウシノケグサ
ヒツジグサ

調査地 尾瀬沼 小沼 ：片品村菅沼
上田代 ， 東上田代 北下田代 中

之条町平兵衛池 ．
出典 ： 鈴木ほか（ ），表 ， 鈴木ほか（ ），表 ， 鈴木ほか（ ），表 ， 鈴木ほか
（ ），表 ， ．鈴木ほか（ ），表６， 鈴木ほか（ ），表 ， ．片野（ ） ．
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3．3．2　�命 名 者 名 「Tx., H. Suzuki et K. Fujiwara 
1970」について

　この命名者名と発表年は，ホロムイソウクラス
（Scheuchzerietea palustris Den Held　 Barkman et 
Westhoff 1969 em. Tx., H. Suzuki et K. Fujiwara 1970）
と ヌ マ ガ ヤ － ミ カ ヅ キ グ サ 群 団（Moliniopsio-
Rhynchosporion albae Tx., H. Suzuki et K. Fujiwara 
1970）に付されている．それら命名者の「Tüxen et al. 

（1970） 」による関係する研究論文については，「尾瀬ヶ
原の植生」の引用文献には「Vegetatio」に印刷中とし
て示されている．しかし，その論文は未印刷，未公表の
ままで実態を伴わず，正当に発表されていない．したがっ
て，これらについても「尾瀬ヶ原」が原記載となり，以
下のように訂正される．
　�ホロムイソウクラス Scheuchzerietea palustris Den 

Held Barkman et Westhoff 1969 em. Miyawaki et K. 
Fujiwara 1970

　�ヌ マ ガ ヤ － ミ カ ヅ キ グ サ 群 団 Moliniopsio-
Rhynchosporion albae Miyawaki et K. Fujiwara 1970

3．4　植生類型とその特徴
　区分された植生単位とその群落体系は，電子資料 1 表
1 ～ 3 に示されている．また，現在までに調査された尾
瀬地域における湿原植生は，3.5 に示す植物群落目録に
まとめられた．記録された基本植生単位は，33 群集・
58 群落で，まだ植物社会学命名規約に則った普遍的な
基本植生単位である「群集」よりも「群落」レベルにと
どまっているものが 3 分の 2 弱におよんでいる．この理
由として，ヤチカワズスゲ群落，ヤチスゲ群落あるいは
ミツガシワ群落のように特定の一種が遷移初期の植分と
して優占し，種組成的に安定していないために群集とは
認められないものや，ノダケ－ゴマナ群落のように，類
似した立地に生育して種組成的に比較的安定している
が，尾瀬以外の地域の同質の植分との比較研究が進んで
いないため現状での群集規定が難しいものがまだ多く残
されていることがあげられる．これらの群落を群集とし
て規定するためには，他地域の同質な植分との比較が必
要である．

3．4．1　�高層湿原および中間湿原の植生類型（電子資料
1表 1）

　尾瀬ヶ原は，泥炭層の発達した高層湿原といわれるこ
とが多い．しかし，実際には高層湿原だけではなく，泥
炭の発達状態や形状に対応して中間湿原，低層湿原など
タイプの異なる湿原のほかササ草原，低木林も混在し，

全体として広大な尾瀬ヶ原を形成している．そのため，
尾瀬ヶ原には多様な植生類型が存在し，植物社会学的に
は以下の植生単位に大別される．
3．4．1．1　�ホロムイソウクラスとツルコケモモ－ミズ

ゴケクラス（電子資料 1表 1）
　高層湿原の部分は，微地形的な凹凸が発達している．
凹状地のシュレンケ（Schlenke）は浅く湛水し，隣接す
る凸状地のブルト（Bult）よりも湿性な植物が生育する．
細長く幅の狭いシュレンケは増水時の水の流路となって
いるものもある．また，凸状地にはケルミ（Kermi）と
呼ばれる，水田の畔のように細長く連なった地形がみら
れ，ケルミに沿って細長くシュレンケが隣接している場
合も多い．尾瀬ヶ原にはこれらが交互に連続して，指紋
状パターン（坂口，1989）と呼ばれる縞状の特徴的な微
地形が随所に発達している．
　ホロムイソウクラスはシュレンケに生育し，ホロムイ
ソウ，ナガバノモウセンゴケなどを標徴種としてまとめ
られる．ミカヅキグサ－ミヤマイヌノハナヒゲ群集（図
3）が広くみられるほか，湛水した浅い池溏にはヤチス
ゲ群落やホロムイソウ群落が生育する．また，ハリミズ
ゴケ，ウツクシミズゴケなどホロムイソウクラスに特徴
的なミズゴケ類がみられ，ナガバノモウセンゴケ－ハリ
ミズゴケ群集，ヌマガヤ－ウツクシミズゴケ群集などの
ミズゴケ群落がみられる． 
　ブルトにはツルコケモモ－ミズゴケクラスの植生が生
育し，イボミズゴケ，ウスベニミズゴケ，ムラサキミズ
ゴケ，チャミズゴケなどホロムイソウクラスよりも多く
のミズゴケ類を伴うのが特徴的で，ヌマガヤ，ワタスゲ，
モウセンゴケ，ヒメシャクナゲ，イワショウブなどとブ
ルトの植生を形成している（図 4）． 宮脇・藤原（1970）
でヌマガヤ－イボミズゴケ群集の亜群集とされていた
チャミズゴケ植分は，ヌマガヤ－チャミズゴケ群集（鈴
木ほか，1981）にまとめられた．ススケ峰やアヤメ平な
ど山頂部の雪田型湿原は，泥炭が浅くミズゴケ類の優占
するクッション状のブルトは少なく，キダチミズゴケが
カーペット状に固く密生したイワイチョウ－キダチミズ
ゴケ群団が発達している（図 5）．同群団は，尾瀬ヶ原
にも多く見られる．
3．4．1．2　�アオノツガザクラ－ジムカデクラスとヌマ

ガヤオーダー（電子資料 1表 1）
　高層湿原に隣接するが比較的泥炭層の薄い立地には，
チングルマ，イワカガミなどを標徴種とするイワイチョ
ウ－ヌマガヤ群集が生育し，モウセンゴケ，ワタスゲな
どツルコケモモ－ヌマガヤクラスとの共通種が多いが，
ミズゴケ類を伴わないアオノツガザクラ－ジムカデクラ
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スにまとめられる．また，それらに隣接してより泥炭の
薄い立地やケルミには，高層湿原の種を欠くホロムイス
ゲ－ヌマガヤ群集，ヌマガヤ－ミズギク群集などの中間
湿原のヌマガヤオーダーが発達する．

3．4．2　低層湿原と高茎草原（電子資料 1表 2）
　尾瀬ヶ原には沼尻川，上ノ大堀川，六兵衛堀，下ノ大
堀川，伝ノ丞沢など多くの河川が流入し，それらの河岸

は後背湿地にはヨシ群落，オオカサスゲ群集，オオバセ
ンキュウ－オニナルコスゲ群集，ミズドクサ群落あるい
はカキツバタ群落など大型の抽水植物に代表されるヨシ
クラスの植生が発達している（図 6）．また，池溏や緩
やかな流水中には先駆的なミツガシワ群落やクロバナロ
ウゲ－ミツガシワ群集がみられるが，これらの構成種は
ニホンジカ（以下シカ）の嗜好性が高く，食害や根茎の
引き抜き等のかく乱が目立ってきている．特にクロバナ

図 3：シュレンケに生育するミカヅキグサ―ミヤマイヌノハナヒゲ群集．赤く見える植物はナガバノモウセン
ゴケ（上田代）．

図 4：クッション状にブルトを形成するヌマガヤ－イボミズゴ
ケ群集（中田代）．

図 5：カーペット上に広がるミヤマイヌノハナヒゲ－キダチミ
ズゴケ群集（小淵沢田代）．
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ロウゲは減少しており，広い面積で残されているのは，
水域が広くシカが侵入できない泉水池程度となってい
る．また，ニホンジカはヌタ場を形成して湿原をかく乱
するが，そのような植生の退行した立地には，ミチノク
ホタルイやハクサンスゲが優占し，かく乱地特有の二次
植生を形成する．特にミチノクホタルイは以前にはほと
んど目立たなかったが，シカの増加による立地かく乱に
よって群落レベルで生育地が広がっている．シカのかく
乱を受けていない，コルケ（Kolke）と呼ばれる小池溏
にはミヤマホタルイ群集がみられる．
　湿原の泥炭地ではないが，湿原中の河川沿いの無機塩
類が供給される立地には，ヨシクラスの植生とは異なる
ノダケ－ゴマナ群落など広葉草本を主体とする高茎草原
が発達し，オニシモツケ－オオヨモギクラスの植生を形
成する．山腹の雪崩斜面などには日本海側多雪地に特有
のアカソ－オオヨモギ群集やミヤマシシウド－オオイタ
ドリ群集がみられる．景鶴山南麓の沢沿い斜面にはトガ
クシショウマが分布し，植分を作っている．これは大場

（1999）が秋田県和賀山塊から報告したトガクシショウ
マ群集に該当し，尾瀬では初記載となる．日本海側ブナ
クラス域に生育するが，分布地が限定される貴重な群落
である．

3．4．3　水中の植物群落（電子資料 1表 3）
　池溏にはヒツジグサ，オゼコウホネ，フトヒルムシロ
などからなる浮葉沈水植物群落から成るヒルムシロクラ
スが生育する．ホソバタマミクリ－オゼコウホネ群集，

ジュンサイ－ヒツジグサ群集，オヒルムシロ群落のほか，
本研究で新群集に規定したヒメミズニラ群集が特徴的で
ある．上ノ大堀川，源五郎堀などの河川にはスギナモ群
集やバイカモ群落がみられる．シュレンケの浅い水たま
りには，タヌキモ，コタヌキモ，ヤチコタヌキモなど小
型の水生食虫植物の群落がみられる．リュウキンカ－ミ
ズバショウ群集は湿原中の細い流水沿いに限定され，タ
ヌキラン群集などとともにヌマハコベ－タネツケバナク
ラスにまとめられる．宮脇・藤原（1970）は赤田代から
外来種のオランダガラシの群落を報告しているが，最近
の調査では確認されていない． 

3．4．4　�ニホンジカによるかく乱の影響下の植物群落
（電子資料 1表 2）

　宮脇・藤原（1970）で多く報告されているヒメイ－ミ
ノボロスゲ群落などのヒメイ優占植分は，人の立ち入り
により形成された人為的代償植生で，現在ではほとんど
が修復され確認できなくなってきている．これに対しミ
チノクホタルイ群落，ハクサンスゲ群落およびホソバオ
ゼヌマスゲ群落は，ニホンジカの植生かく乱の結果形成
された，新たな代償植生として分布域を広げつつある．
特にミチノクホタルイ群落は，植生が損傷され泥炭地が
裸地化したシカかく乱地に顕著となりつつある．

3．4．5　踏み跡植物群落（電子資料 1表 4）
　人による踏圧は，土壌表層や泥炭の固結と乾燥化をも
たらし，踏圧を受けると元の植生は変質あるいは消失し，

図 6：河川と後背湿地に生育する低層湿原植生（上ノ大堀川）．
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踏みつけに強い植物に置き換わる．泥炭質の湿原では，
ヒメイが代表的で，ヤチカワズスゲ，ミタケスゲなどの
先駆性の種とともに踏み跡群落を形成する．過度の踏圧
はそれらの踏み跡群落も消失し裸地となることも多い．
かつては木道から外れた湿原内への立ち入りも多く，山
ノ鼻など休憩所周辺ではヒメイ優占群落やヤチカワズス
ゲ先駆相が多くみられたが，最近では登山者のマナーが
徹底してきたためか少なくなっている．泥炭ではない通
常の土壌上は，オオバコが代表的で，それにミノボロス
ゲやクサイ，カワラスゲが加わり，クサイ－ミノボロス
ゲ群集やカワラスゲ－クサイ群集などオオバコクラスの
植生が成立する．これらの踏み跡植生は，かつては自然
破壊の象徴として批判されたこともあるが，機能的には
植生が退行し裸地化するまでの間，土壌表層の浸食を防
ぐ地被植物としての役割を果たしていると考えられる．
しかし，近年，外来種のコテングクワガタが侵入し，近
縁在来種のテングクワガタと混生した植分を形成し始め
ている．また，市街地に見られるギンゴケ－ツメクサ群
集が休憩所のベンチ周辺に確認されており，人の利用に
よる休憩所の「都会化」を象徴している． 

3．5　植物群落目録（植物社会学的植生体系）（表 3）
　表 3 に示す本植物目録は，以上述べた植生類型を植物
社会学的植生体系に整理したものである．群集以上の正
式に規定された植生単位は，最新のものを用い亜群集以
下の下位単位は示していない． 区分された植生単位の
内訳は，10 クラス，13 オーダー（クラス未決定の 1 オー
ダーを含む），13 群団，33 群集・54 群落である．
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表3．尾瀬ヶ原における草本植生の群落体系
ホロムイソウクラス Scheuchzerietea palustris Den Held, Barkman et  Westhoff 1969. em. Miyawaki et

K. Fujiwara 1970
6391 negahdroN sirtsulap ailateirezhcuehcSーダーオウソイムロホ

 ikawayiM eabla noiropsohcnyhR-oispoiniloM団群サグキヅカミ－ヤガマヌ et  K. Fujiwara 1970
 ikawayiM simrofilif mutecnuJ集群イソホゾエ et al.  1968

 wotI ,ikawayiM easomil muteciraC集群ゲスチヤ et  Okuda 1969
ヨシ－ヤチスゲ群落 Phragmites australis-Carex limosa  community

 .K te ikawayiM easomil muteciraC-silicarg orohpoirE集群ゲスチヤ－ゲスギサ Fujiwara 1970
ホロムイソウ－サギスゲ群落 Scheuchzeria palustris-Eriophorum gracile  ssp. coreanum  community
ヌマガヤ－ヤチヤナギ群落 Moliniopsis japonica-Myrica gale  var. tomentosa  community
ホソミズゴケ群落 Sphagnum teres  community
ホロムイソウ群落 Scheuchzeria palustris  community
ヤチカワズスゲ群落 Carex omiana  vomiana community
ヤチカワズスゲ－ミタケスゲ群落 Carex omiana-Carex michauxiana ssp. asiatica  community
オオミズゴケ群落 Sphagnum paluster  community
ミカヅキグサ－ハライヌノヒゲ群落 Rhynchospora alba-Eriocauron ozense  community
ホソバノシバナ群落 Triglochin palustris  community

 ikawayiM irtyleohpromid muteruacoirE集群ゲヒノヌイキユ et  K. Fujiwara 1970
クロイヌノヒゲモドキ群落 Eriocaulon atroides  community
オオイヌノハナヒゲ－ヤチスゲ群集 Rhynchosporo fauriei-Caricetum limosae Miyawaki et  K. Fujiwara 1970
ミカヅキグサ－ミヤマイヌノハナヒゲ群集 Rhynchosporetum albo-yasudanae Miyawaki et  K. Fujiwara 1970
ナガバモウセンゴケ－ハリミズゴケ群集 Drosero-Sphagnetum cuspidati Suz.-Tok. 1954
ヌマガヤ－ウツクシミズゴケ群集 Moliniopsio-Sphagnetum pulchri Miyawaki et  K. Fujiwara 1970

3491 .xT te .lB-.rB aetengahpS-occocyxOスラクケゴズミ－ヤガマヌ
ワタスゲ－イボミズゴケオーダー Eriophoro vaginati-Sphagnetalia papillosi Tx. 1970

 ikawayiM isollipap noingahpS-oispoiniloM団群ケゴズミボイ－ヤガマヌ et  K. Fujiwara 1970
Y ,onaY .N ,ikuzuS .H icsuf mutengahpS-oispoiniloM集群ケゴズミャチ－ヤガマヌ . Matsuda et  Y. Hada 1981
 ikawayiM isollipap mutengahpS-siromeamahc obuR集群ケゴズミボイ－ヤガマヌ et  K. Fujiwara 1970

ムラサキミズゴケ群落 Sphagnum magellanicum  community
アオモリミズゴケ群落 Sphagnum recurvum  community
ウスベニミズゴケ群落 Sphagnum capillifolium  var. tenellum  community
スギバミズゴケ群落 Sphagnum capillifolium  community
ワラミズゴケ群落 Sphagnum subfulvum  community
ゴレツミズゴケ群落 Sphagnum quinquefarium  community

 ikawayiM itcapmoc ailatengahpSーダーオケゴズミチダキ et  K. Fujiwara 1970
イワイチョウ－キダチミズゴケ群団 Faurio crista-galli-Sphagnion compacti Tx., Miyawaki et  K. Fujiwara 1972

 abhO ,ikawayiM itsubor mutengahpS集群ケゴズミマヤミ et  Okuba 1968
ミヤマイヌノハナヒゲ－キダチミズゴケ群集 Rhinchosporo-Sphagnetum compacti Suz.-Tok. 1954
ミヤマイヌノハナヒゲ－ワタミズゴケ群集 Rhinchosporo yasudanae-Sphagnetum tenelli Miyawaki et  K. Fujiwara 1970

アオノツガザクラ－ジムカデクラス Phyllodoco-Harrimanelletea Knapp 1954
 ikawayiM ilatepatnep ailateeGーダーオマルグンチ et al.  1968

4691 .koT-.zuS illag-atsirc noiruaF団群ウョチイワイ
2591 adeaM muteispoiniloM-oiruaF集群ヤガマヌ－ウョチイワイ

nwonknu ssalC定決未はスラク
 ikawayiM eacinopaj ailateispoiniloMーダーオヤガマヌ et  K. Fujiwara 1970

 ikawayiM eacinopaj noispoiniloM団群ヤガマヌ et  K. Fujiwara 1970
イワイチョウ－ショウジョウスゲ群集 Faurio-Caricetum blepharicarpae Suz.-Tok. 1964 em. Miyawaki et K. Fujiwara 1970
ホロムイスゲ－ヌマガヤ群集 Carici-Moliniopsietum japonicae Miyawaki, Itow et  Okuba 1967

 ikawayiM eacinopaj muteispoiniloM-olunI集群ヤガマヌ－クギズミ et  K. Fujiwara 1970
 .xT aetetimgarhPスラクシヨ et  Prsg. 1942

 .xT eaciribisorue ailatetimgarhPーダーオシヨ et  Prsg. 1942
3791 abhO sisneodnoh noipricS団群イルタホマヤミ

 ikawayiM sisneodnoh mutepricS集群イルタホマヤミ et al.  1968
3591 .ngiP ailateciracongaMーダーオゲス型大

ホソバノヨツバムグラ－大型スゲ群団 Galio brevipedunculati-Magnocaricion Miyawaki et K. Fujiwara 1970
フトイ群落 Schoenoplectus tabernaemontani  community
ミズドクサ群落 Equisetum fluviatile  community
ホソバオゼヌマスゲ群落 Carex nemurensis  community

.von .ssa snatper mutelucnunaR）新（集群ゲウポンキトイ
タマミクリ群落 Sparganium glomeratum  community

 ikawayiM eatalapsid muteciraC集群ゲスサカ et  Okuda 1972
アゼスゲ群落 Carex thunbergii  community
オオヌマハリイ群落 Eleocharis mamillata  var. cyclocarpa  community
ミチノクホタルイ群落 Schoenoplectus orthorhizomatus  community
ヤチスゲ－ミツガシワ群落 Carex limosa-Menyanthes trifoliata  community
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表3．尾瀬ヶ原における草本植生の群落体系（続き）
ミツガシワ群落 Menyanthes trifoliata  community
ホソバオゼヌマスゲ－クロバナロウゲ群集 Carici nemurensis-Comaretum palustris Miyawaki et K. Fujiwara 1970
ハクサンスゲ群落 Carex canescens  community
オオカサスゲ群集 Caricetum rhynchophysae Miyawaki et  Okuda 1972
オオバセンキュウ－オニナルコスゲ群集 Angelico genuflexae-Caricetum vesicariae Miyawaki et K. Fujiwara 1970
ヨシ群落 Phragmites australis  community
アブラガヤ－ヌマガヤ群落 Scirpus wichuraeconcolor-Moliniopsis japonica  community
カキツバタ群落 Iris laevigata  community

ダケカンバ－ミヤマキンポウゲクラス Betulo ermanii-Ranunculetea acris japonici Ohba 1968
シナノキンバイ－ミヤマキンポウゲオーダー Trollio-Ranunculetalia acris japonici Ohba 1973
シナノキンバイ－ミヤマキンポウゲ群団 Trollio-Ranunculion acris japonici Ohba 1969
シロウマアサツキ群落 Allium schoenoprasum  var. orientale  community

オニシモツケ－オオヨモギクラス Filipendulo-Artemisietea montanae Ohba 1973
オニシモツケ－オオヨモギオーダー Filipendulo-Artemisietalia montanae Ohba 1973
オオヨモギ－オオイタドリ群団 Artemisio-Polygonion sachalinensis Miyawaki et al . 1968
ノダケーゴマナ群落 Angelica decursiva-Aster glehnii  var. hondoensis  community
ススキ群落 Miscanthus sinensis  community
ハンゴンソウ－マルバダケブキ群落 Jacobaea cannabifolia-Ligularia dentata  community
ミヤマシシウド－オオイタドリ群集 Angelico-Polygonetum sachalinensis Suz.-Tok. et al. 1956
アカソ－オオヨモギ群集 Boehmerio-Artemisietum montanae Miyawaki et al . 1968
ヤマブキショウマ－オニシモツケ群落 Aruncus dioicus  var. kamtschaticus-Filipendula camtschatica  community
ミヤマトウバナ－ミヤマスミレ群落 Clinopodium micranthum  var. sachalinense-Viola selkirkii  community

9991 abhO eacicopaj muteinaznaR集群マウョシシクガト
 2491 .gsrP te .xT aetematoPスラクロシムルヒ

6291 hcoK .W ailatematoPーダーオロシムルヒ
6291 hcoK .W iciribisorue noimatoP団群ロシムルヒ

バイカモ群落 Ranunculus nipponicus  var. submersus  community
スギナモ群集 Hippurisetum vulgaris (Miyawaki et  K. Fujiwara) corr.
フトヒルムシロ群落 Potamogeton fryeri  community
オヒルムシロ群落 Potamogeton natans  community

ni adukO eanogartet muteeahpmyN-ireberhcs oinesarB集群サグジツヒ－イサンュジ  Miyawaki 1983
ホソバタマミクリ－オゼコウホネ群集 Sparganio-Nupharetum ozeensis Miyawaki et K. Fujiwara 1970

.von .ssa eacitaisa muteteosI）新（集群ラニズミメヒ
コウキクサクラス Lemnetea W. Koch et  R. Tx. (in litt. 1954) ap. R. Tx 1955
コウキクサオーダー Lemnetalia W. Koch et  R. Tx. (in litt. 1954) ap. R. Tx 1955

0691 nexüT .J te ikawayiM eatatsocicuap noinmeL団群サクキウオア
コウキクサ群落 Lemna minor  community
コタヌキモ群落 Utricularia intermedia  community
ヤチコタヌキモ群落 Utricularia ochroleuca  community
ヒメタヌキモ群落 Utricularia minor  community

ヌマハコベ－タネツケバナクラス Montio-Cardaminetea Br.-Bl. et  Tx. 1943
オオバセンキュウ－タネツケバナオーダー Angelico genuflexae-Cardaminetalia Ohba 1975
オオバセンキュウ－タネツケバナ群団 Angelico genuflexae-Cardaminion Ohba 1975
リュウキンカ－ミズバショウ群集 Caltho-Lysichitonetum camtschatcensis Miyawaki et  K. Fujiwara 1970
チョウジギク群落 Arnica mallotopus  community
タヌキラン群集 Caricetum podogynae  community
オオバタネツケバナ群落 Cardamine regeliana  community
オランダガラシ群落 Nasturtium officinale  community
オクヤマガラシ群落 Cardaminetomentis  community

セイヨウオオバコクラス Plantaginetea majoris Tx. et  Prsg. 1950
4691 ikawayiM eacitaisa ailatenigatnalPーダーオコバオオ

4691 ikawayiM eacinopaj siraluciva noinogyloP団群ギナヤチミ
ヒメイ－オオバコ群落 Juncus decipiens  f. gracilis -Plantago asiatica  community

4691 ikawayiM siunet mutecnuJ-easicni iciraC集群イサク－ゲスラワカ
クサイ－ミノボロスゲ群集 Junco-Caricetum albatae Miyawaki et al.  1968
テングクワガタ群落 Veronica serpyllifolia  ssp. humifusa  community

1791 abhO eacinopaj mutenigaS-oyrB集群サクメツーケゴンギ
シロツメクサ－オオバコ群落 Trifolium repens-Plantago asiatica  community

 stinu rehgih eht ni nwonknu seitinummoC落群の定決未位単級上
ニッコウシダ群落 Thelypteris nipponica  community
ヤチカワズスゲ群落 Carex omiana  var. omiana  community
ヒメイ－アブラガヤ群落 Juncus decipiens  f. gracilis -Cirpus wichurae  f. concolor  community
ヒメイ－ミノボロスゲ群落 Juncus decipiens f. gracilis -Carex nubigena  ssp. albata  community
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